
○○○○はじめにはじめにはじめにはじめに
海上保安庁海洋情報部では、東京大学生産技術研究所との技術協力の下、キネマティックGPS（KGPS）と音響測距の組み合わせ方式による海底地殻変動観測を
行っている。我々の海底基準点は、これまで主に日本海溝及び南海トラフ沿い陸側に設置しており、測量船によるキャンペーン観測を繰り返し実施している。本ポス
ターでは、2007年度の海底地殻変動観測の成果についてまとめる。
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「「「「相模湾相模湾相模湾相模湾」」」」
4.1cm/4.1cm/4.1cm/4.1cm/年年年年

※( )を付した2005年7月
の観測結果は、うち1日に
機器の異常があったこと
から、他の結果とは大きく
異なっている。

「「「「福島沖福島沖福島沖福島沖」」」」海底基準点海底基準点海底基準点海底基準点
((((水深水深水深水深1200m)1200m)1200m)1200m) 左のプロットは「福島沖」海

底基準点における、和歌山県
下里SLR局に対する相対位
置の東西、南北方向の経年
変化を表したものである。
2005年7月分を除いた

(※)4回の観測結果について
線形回帰を行い、得られた年
間の位置変化率を下里SLR
局の対ユーラシアプレート相
対速度（291°、3.2cm/年; 
Sengoku(1998)）を用いて補
正することにより、ユーラシア
プレート安定域に対する「福
島沖」海底基準点の移動速
度(ほぼほぼほぼほぼ西向西向西向西向きへきへきへきへ約約約約2.5cm/2.5cm/2.5cm/2.5cm/
年年年年)を算出した(左のベクトル
図)。この値は、「宮城沖1」海
底基準点の移動速度と比較
して小さな値となっている。

「「「「東海沖東海沖東海沖東海沖1111」」」」海底基準点海底基準点海底基準点海底基準点
((((水深水深水深水深2400m)2400m)2400m)2400m)

「「「「相模湾相模湾相模湾相模湾」」」」海底基準点海底基準点海底基準点海底基準点
((((水深水深水深水深1300m)1300m)1300m)1300m)

上図は「東海沖1」海底基準点の、
下里SLR局に対する相対位置の
東西方向、南北方向の経年変化
をプロットしたものである。上述の
「福島沖」と同様の補正を行うこと
により、ユーラシアプレート安定域
に対する「東海沖1」海底基準点
の移動速度(西北西西北西西北西西北西へへへへ約約約約2.9cm/
年年年年)が得られた(左図)。

上図は「相模湾」海底基準点の、
下里SLR局に対する相対位置の
東西方向、南北方向の経年変化
をプロットしたものである。「東海
沖」、「福島沖」と同様の補正を行
うことにより、ユーラシアプレート
安定域に対する「相模湾」海底基
準点の移動速度(北西北西北西北西へへへへ約約約約
4.1cm/年年年年)が得られた(左図)。

国土地理院電子基準点の速度ベクトル 5cm/年

黒い矢印は、「宮城沖1」海底基準点及び当庁陸上
GPS連続観測点の移動速度を表す。

黒い矢印は当庁陸上GPS連続観測点の

移動速度を表す。
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